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広
報

表紙に~t宣言:
長浜町消防団 ー公的個人認証サー

ビスについて

保健センターからのお知らせ

期目前投票制度について

国民年金

いんふおめーしょん
スクール-とびっくす⑫ ・

人権作文

ルポ

1歳です文芸ほか

戸籍、長浜嵐

節分の目、町内各保育所で豆まきが行われ、ここ長浜

保育所でも園児たちが鬼めがけ f鬼は外福は内j と大き

な声で豆をまいていました。
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消
鶴
田
一
一
日
誌
に

副棚田一戸震に

一
月
二
十
三
日
、
役
場
二
階
会
議
室

に
お
い
て
、
長
浜
町
消
防
団
長
任
命
式

が
行
わ
れ
、
西
田
洋
一
町
長
よ
り
豊
茂

の
西
山
和
夫
氏
(
五
五
)
が
新
団
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
団
長
に

は
、
黒
田
の
矢
野
常
義
氏
(
四
九
)
が

西
山
新
団
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
一
月
一

日
付
け
で
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
団
長
の
岡
孝
志
氏
が
、

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
十
二
月
三
十
一

日
付
け
で
団
長
を
辞
任
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
団
員
の
信
頼
も
厚
く
、
永
年
に

わ
た
り
防
災
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
西

山
氏
、
矢
野
氏
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
任

命
さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
に
は
、
副
分
団
長
以
上
の
団
員
、

町
理
事
者
、
町
議
会
副
議
長
、
消
防
長

浜
支
署
長
ら
が
出
席
。
岡
前
団
長
へ
の

感
謝
状
贈
呈
、
退
任
挨
拶
に
引
き
続
き

U.J 

事自

野

需
謹
載

民

西山和夫団長

西
田
町
長
が
「
一
糸
乱
れ
ぬ
組
織
体
制

を
築
き
住
民
の
生
命
財
産
を
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後
に
、

同
氏
か
ら
西
山
氏
に
同
旗
が
引
き
継
が

れ
、
式
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

矢野常義副団長

民つい
岡氏から西山新団長への団旗の引き継ぎ

冨罷翠璽額

1 Cカード(住民基本台帳カード等)を利用した、公的個人認証サービスがスタート。行政機関への申請手続きなど

が自宅のパソコンから手軽にできるようになります。

公的個人認証サーピスって何?

今後、様々 な行政手続きがインターネットを通じてでき

るようになります。この際、他人によるなりすまし申請や、

通信途中での改ざんなどを防ぐ必要があります。公的個人

認証サーピスとは、電子証明書を交付することにより、こ

うした機能を全国どこに住んで、いる人に対しでも提供する

ものです。
ε3  ， 

インターネットiごよる
オンライン申請@窟出のイメージ

自宅等のパソコンで、申請や
届出をしたい行政機関のホ→

ムページを開きます。

※パソゴンにはあらかじめ必

要なソフト在インストル

しておく必要があります。

ーー~- 1 グ

[行政機関で受付]
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めEしもも

。予防に肱次の万j去が有効といわれていまヲ。

①まだ感染していない人(多くは若年者)のための感染予防を
ニ今感染源となる重症患者の早期発見

②まだ感染していない人が感染した場合に発病を防ぐために
=今 BCG接種を早期に受ける(感染する前に免疫を〉

③既に感染している人(最近の感染)は発病を阻止するため、予防的lこ内服を
ニ今健康をlじがけ免疫力をつ|フる

④発病したう車期発見を司 君期検診(地域、職場、学校等で)を受ける
吐き たん

・咳や疾、微熱、だるさなどの症状が続いたら、
早めに医師に診でもうう

①適切な治療(薬の服用)を=今活核と診断された5、確実な服用が大切

大ツベJI，..ウリン露fJt検査当ちょひ岳 CG接種の実施について

予関

平成15年度から小・中学校におけるBCG再接種が廃止され、 BCG 種を受ける機会は「生涯1凹」となりました。

生後 3 カ月 ~48カ月未満でまだB C Gt~種を受けておられないお子さんは、次の日程で芙施しますのでこの1員会に是非

受けてください。(平成17年度

からは、改正された結核予防法

の施行により、接種対象年齢が

変わる子定です。)

内容|月日( 備 考

ツベルクリン反応検査 I 3月 17日肘 i
一一一一一一一十一一一一一一!場 所:長浜町保健センター

ツベルクリン反応検査 I 受付時間 午後 1 時~1 時15分
の判定と日 CG接種 I 3月19日働 l料 金 無 料 | 
(判定の結果陰性の者) I *母子健康手帳をご持参くださし川

一一一一一一 _____L __  ____'_ 一一一一一一 一一一一一一」

子育て講演会を開催しま言。是非ご参加ください。

3 

1日 時 3月18FI (木)13: OO~ 14 : 30 

2場所長浜町保健センター

3 ?寅 睡 「親と子のつき合い方、かかわり万」

講師心理カウンセラー 長谷川 美和子先生

4対象者 子育て中の保護者・関心のある方

5申込み 3月15日(月)までに電話でお申し込みください。

*当日は小さいお子さんの託児もあります。
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直
接
投
票
箱
ヘ

選
挙
人
の
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
従
来
の
不
在
者
投
票

を
改
め
、
選
半
期
目
前
に
お
い
て
も
、
選
挙
期
日
同
様
、
松
山
一
戸
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

新
た
に
創
設
さ
れ
、
平
成
十
五
年
十
一
一
月
一
日
か
ら
崎
汗
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
「
期
目
前
投
票
制
震
」
と
は
7
・

選
挙
は
、
選
挙
期
日
(
投
票
日
)
に

投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
制

度
は
、
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
、
選

挙
期
日
と
同
じ
く
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
(
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
)
仕
組
み
で
す
。

あなだの一票大関[ご

O
対
象
と
な
る
設
票

従
来
の
一
小
在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿

登
録
地
の
市
民
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
う
投
票
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

O
投
票
対
象
者

選
挙
期
日
に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な

ど
今
ま
で
の
不
在
者
投
票
事
由
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
で
す
。
従
っ
て
、

投
票
の
際
に
は
、
今
ま
で
の
不
在
者
投

山
一
が
と
同
じ
く
一
定
の
事
由
(
今
ま
で
何

不
在
若
投
票
事
由
と
同
じ
)
に
該
ー
す

る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の
ふ
日
一
章
一
書
の
担
山

が
必
安
と
な
り
ま
す
。

O
投
票
期
間

選
挙
期
自
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
自

の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
固
ま
で
の

問
で
す
。
こ
の
点
、
従
来
の
不
在
者
投

裂
の
投
票
別
間
(
選
挙
期
日
の
公
示
日

ま
た
は
青
示
日
か
ら
選
挙
期
U
の
前
H

ま
で
の
間
)
か
ら
変
更
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
c

。
投
票
場
所

各
市
区
町
付
に
一
カ
所
以
上
設
け
ら

れ
る
「
期
日
前
投
宗
所
」
で
す
。

O
投
票
時
間

従
来
の
不
在
者
叫
世
話
と
同
じ
く
、
午

E 
従来の不症者投票

、41唱機
に O す liiJ
お其日書量 o /¥、

|ワ旦票 堕。百Ij EEO 二二

室室議 上
主夫長長 7T 
とは: カ、
同選 ら
じ挙 午
く 井月 f灸
者i U 八、
定の 時
ナ立十支 ま
'"主 主ffi"ア零
つ守て 7Tて 」

と所 で

投票管理者が

投票箱へ

投票管理者が

密理を決定した

ものを開封

不在者投票管理者へ

提出し、外封筒に

立会人が署名

投票用紙を

内封筒へ

記載場所にて

投票用紙への記載

期間露骨投事

醐
世

τ
イ
イ
ル
f111)一シペ

!
 
;
 
!
 
;
 

謡
投
票
相
『

期目前投票所にて投票用車正への記載

し一一一
な
る
た
め
、
基
一
本
的
な
手
続
き
は
選
挙

期
日
の
投
票
所
に
お
け
る
投
票
と
同
じ

で
す
。

O
選
挙
権
認
定
の
時
期

選
挙
権
の
有
無
は
、
期
目
前
投
票
を

行
、
っ
日
に
認
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
選

挙
期
目
前
で
あ
っ
て
も
投
票
用
祇
を
直

接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
期
日
前
投
票

を
行
っ
た
後
に
、
他
市
町
村
へ
の
移
転
、

死
亡
与
の
事
由
が
発
生
し
て
選
挙
権
を

失
っ
た
と
し
て
も
、
有
効
な
投
票
、
と
し

て
収
り
扱
わ
れ
る
こ
と
仁
な
り
ま
す
。

O
選
挙
人
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト

選
挙
期
日
前
の
投
票
で
あ
っ
て
も
、

選
挙
期
日
に
お
け
る
投
票
と
何
じ
く
、

投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
、
投
票
用
紙
を
内
封
筒
お
よ

び
外
封
筒
に
入
れ
、
外
封
筒
に
署
名
す

る
と
い
う
手
続
き
が
不
要
と
な
る
の
で
、

投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
c

O
従
来
の
不
在
者
投
票
は

一
切
な
く
な
る
の
で
す
か
7

名
簿
登
録
地
の
市

R
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
け
る
不
在
者
投
票
は
、

原
則
と
し
て
期
目
前
投
票
に
移
行
す
る

の
で
、
従
来
の
不
配
者
投
票
は
な
〈
な

り
ま
す
が
、
名
簿
盈
録
地
の
山
一
以
町
村

以
外
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
買
会

や
病
院
、
老
人
ホ

1
ム
等
に
お
け
る
不

1-



在
者
投
票
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
長
浜
町
選
挙
管
理
委
員

会
(
宮
五
一
一
!
一
一

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

手続きの流札

ゐ一
i

ヨち

展中

名簿対照係

一・・~置=ヨ怒思

I 11 .o註骨¥ノグ

| 腸内 ¥ 口口司園 E回惨

i霊i
:管;
~ _i_軍司
B妥a

OJ匡ミ・

;会;

長品

:記
:日i
i前!
?投;
;票‘
:所:

前投票

期日前投票所を設ける期聞の末日{こ投票箱を
いったん市区町村の選挙管理委員会へ送致し、
選挙期日に開票管理者に送致する。

異見

二
ま
で
お
問

震回
附

員閣記事且品副自命豊富入信国

保険料をあらかじめ 1年分または数力月分まとめて納め志と 年平IjI 
4%の利率で計算し仁額(捜利現価法)が割引になり大蛮お得です。:
[1:9~] * 1年分前納し珪場合(毎年4月に納付〉

通帯159，600円→ 156，170円 (2，830円お得)
大 6力月分前納した場合

通嘗 79，800円→ 79，150門 (650円お得う
前納を希望する期間、金額、割引額、申し込み手続きにつ
最寄りの社会保険事務所までお尋ねください。

(d: 

なお、
いては、

園畏笠裏金のイ果験

持をよ手iこ納める方法

に口座様替ガあります。

口座探替をご利時いた疋‘
くと、毎月の保験料ガ、自動

的1ご張り替えられま亨。保

険料ω納め五五れもなく躍り、

将来確実iこ年金を受17鞭る

権利(受給糧)を確

保することガ

できます。

常設賢官(J)i:l 学生め{果険料納付軒概
本人の前年の年収ガ一定以下(約133万円ガ目安)の学生は、

申請して認められると¥保険料を後力¥ら納めることガできます。

市町村の窓口ヘ毎年度申
請ガ必要です。申請すると

』きに必要な書類については

お問い合わせください口

特例期間の扱いについて

3特例期間は、老断基礎年金を受給するために必要な受給資格期間に算入されます。ただし、年金額には反映きれません0

9特例期間は、障害基礎年金や遺族基礎年金を受給するために必要な資格期間にち算入されますr

@特例期間tJ'310年以内であれば、保険料を後から納めることができ、年金額は通常納めていたのと同じ扱いになりますので、
後力¥ら納めることをおすすめしますc

~5~ 



吾川\\~lliilむ11
の山草展

ふれあい花の会の会員さんが、 IJご

ろから丹精込めて育てられてきた春の

草花を約200点展示します

{期間 3月23日(火)~28 日(日)

午前9時~午後5時

!場所]ふれあい会館ギャラリ」

i議!
必(~~

F研~:;::::~;:{::::::::::~::，悩治主~~::::::持崩説話路:::=:::~::~:::説若骨常持::;:::~~~~説:æ:

3平成16事度
f.奪産(J):t~昔、 FEdEtg事
:i!縦壁掛嘗長う族主計正フII

-4号1Iヨ ~5 月 31 日まで(無料)一

同定資産机の納税者(;J:平成16年度分

固定資践の L地、ま!弔価格等の縦覧帳

簿(町内の他の土地、家屋の(国間を比

較することができるもの)を町役場税

務課で4月1日、 5月31日までの期間

(午削 8時30分~午後5時まで)無料で

縦覧できます二また、固定資産税課税

台帳も、従来どおり閲覧できます(た

だし、土曜日。 11曜日。祝日は縦覧で

きません。)

半tX;15年中に、家届の新・増築-，¥'Cl取

り壊しをした入、またJ士、土地・家屋

の相続、贈与・売買などで所有権の変

わった人は固定資産が間違いなく登録

(家障の減失屈をされたんは抹li日され

ているか、この機会にぜひ確認をしま

しょう。

来縦覧の際には、必ず印鑑をご持参

ください ν

その他詳し〈は、役場税務課固定資

産調係(宮52-1111(内線22)または帽

2041)まで。

宮崎;以描脚~::::::::::::自主糊語、榔紙技::;:;:;:;:・-抽出説部搬耳目:::欄揖蹴::::~:::::::ヲヰ固・批判誕「搬出掛蹴艇よ蜘

童謡畠憲章などの寵車手鏡きを意れずに!

軽自動車税l土、 '1 月 1 日現在の原動抜付 I~転車、小型特殊 I [動車、軒自動車、十て輸の小型

['[到車を所有する占に課税されます。新たに所有名になった人や所有者でなくなった人など

異動があった人は早めに届け出を済空せてください。

。原動機付自転車排気量が125じc以下 l と小型特沫['j動車については、役場税務課へ

それ以タ|もの半憧については、軽自動車協会または陸運支!o}で手続きをしてください。

{原{すなどを他人{こ譲る場合]

新・旧それぞれの所有者の印鑑を持参のうえ、名義変更の手続きをしてください。届 ~t HJ， 

がないと、!日B庁有者に課税されることになります。

i原付などの車体を変更する場制

$111-1.‘ミ車体寄号を確認のうえ車体変更の手続きをしてください。届け出がないと、自賠責

保肢の岩更ができません。

【原付などを廃車する場合]

インパープレートと印鑑を持参のうえ、廃車の子杭きをしてください。(軽自動車税には、

月割課税制度がありませんので、廃車手続きが一円でも過ぎると、 年分の税金が課税され

ます。)

[原付の所苓者が死亡された場合]

名義変更か、出卓の子続きをしてくださいり

[ナンバーブレートを紛喪または廃棄した場合〕

を詳しく叩できる人が印鑑を持参のうえ、杭諸課までお直しください。

[転入園転出した場合]

転入した人で¥他市町村のナンバーフレートがある坊合はそれをf場ふ長浜町の7ンバー

プレートを引T取る手涜きをしてください。:この場合、印鑑、車名、車体番号などが必要

です。)転出する場合には、ナンベープレートを町へ返却し、新住所地で新たにそけ取って

に?ともい。

[盗難にあった場合]

まず、警察へ盗難届を提出し、その証明手?と印鑑を持参のうえ、間務課へお越しください。

※ その他詳し〈は、役場税務課軽自動車税係(合52-1111(内線22)または(報2041)まで。
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喜
多
灘
小
学
校
は
、
こ
こ
数
年
児
童
一

数
が
減
少
し
、
本
年
度
は
、
三
月
現
在

児
童
数
十
八
人
、
(
一
家
庭
数
ト
六
戸
で
す
。

ど
こ
の
予
伎
で
も
乍
茂
行
事
や

P
T
A

行
事
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
行
事
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
本
陀
で
は
今
な
お
た
く

さ
ん
の
行
事
が
親
子
で
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
春
の
親
子
遠
足

以
前
は
、
児
童
だ
け
の
遠
足
で
し
た

が
、
数
年
前
か
ら
保
設
者
や
地
域
の
方

に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
一
緒
に
野
山
を

歩
い
た
り
、
町
内
の
名
所
や
旧
跡
を
訪

ね
た
り
し
て
い
ま
す
一

f

今
年
度
は
、
沖

浦
の
瑞
龍
寺
や
須
沢
の
日
本
え
ぴ
ね
同

~~ 

楽しい春の親子遠足

を
訪
ね
ま
し
た
。
瑞
龍
寺
で
は
、
特
別

に
観
音
守
役
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
高
貴
な
美
し
さ
に
息
を
の
み
、
日
本

え
び
ね
問
で
は
、
そ
の
可
憐
な
美
し
さ

に
心
が
和
み
ま
し
た
。
地
元
に
社
い
ん
で

い
て
も
こ
う
い
う
機
会
が
な
け
れ
ば
訪

れ
る
こ
ど
は
少
な
い
も
の
で
す
。
判
チ

で
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
見
聞
を
広
め

る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
増

進
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
が
、
高

学
年
に
と
っ
て
は
、
球
技
交
流
会
前
の

椀
試
し
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
日
ご

ろ
逼
動
不
足
の
大
人
た
ち
に
と
っ
一
て
、

子
ど
も
が
相
手
と
い
え
ど
も
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
試
合
を
す
る
の
は
き
つ
い
も
の
で

す
。
最
初
は
余
裕
が
あ
っ
て
も
、
次
第

に
息
が
切
れ
て
必
死
で
ポ

l
ル
を
追
い

掛
け
る
親
の
姿
に
、
本
気
で
自
分
た
ち

に
向
か
い
合
っ
て
く
れ
て
い
る
親
の
姿

勢
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
青
島
一
日
キ
ャ
ン
プ

更
休
み
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
青
島

に
法
る
と
と
、
漁
船
に
来
る
こ
と
、
底

引
き
網
の
漁
を
間
近
で
見
る
こ
と
な
ど
、

高
に
と
ウ
て
も
初
め
て
の
体
験
ば
か
り

で
し
た
。
船
酔
い
し
て
親
子
で
グ
ウ
、
J

す
る
な
ど
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
守
つ
く
り

を
親
子
で
一
緒
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た

U

決
親
子
読
書
感
想
文
発
表
会

冬
休
み
に
親
子
で
同
じ
一
冊
の
本
を

読
ん
で
感
想
を
話
し
合
い
、
親
子
が
そ

れ
ぞ
れ
感
想
文
を
書
き
ま
す
。
そ
し
て
、

年
が
明
け
た

A

片
に
発
表
含
を
持
ち
一
、

各
学
年
宇
一
代
去
し
て
一
一
組
の
親
子
が
発

表
を
行
い
ま
す
。
少
人
数
学
級
で
は
、

二
一
年
に
一
一
段
順
香
が
阿
っ
て
く
る
よ
う

な
場
合
が
あ
り
、
却
に
と
っ
て
は
負
担

が
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
親
子
で
同

じ
一
冊
の
本
を
読
み
、
山
山
利
引
を
話
し
合

う
こ
ど
は
、
親
子
が
お
互
い
を
理
解
す

る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
校
校
、
非

行
な
ど
の
子
ど
も
の
問
題
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
体
々
な
出
国

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
「
親
子
の

き
ず
な
」
が
叩
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

そ
の
一
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
聞
に
た
く
さ
ん
の
親
子
行
事
を
行

う
こ
と
に
は
賛
否
両
論
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
う
い
う
機
会
で
も
な
け
れ
ば

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
な
い
の
も
事
実
で
す
υ

親
子
が
い
っ
し
ょ
に
様
々
な
こ
と
を

体
験
し
な
が
ら
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
こ
と
は
、
親
子
関
係
の
結
び
つ
き
を

↓
層
強
め
る
こ
と
に
つ
会
が
る
と
考
え

ま
す

Q

喜
多
灘
小
学
校
で
は
、
親
と
子

が
共
に
育
つ
場
づ
く
り
を
今
後
も
考
え

て
い
き
た
い
と
忠
い
き
す
れ
一

い
つ
も

E 

R 

E 
E . 
E 

E 

' ・.開閉・圃園圃圃圃圃_.岡田剛園圃・ R 幽園司副--刷 H ・，園田園 a 圃・・・E 歯固圃 E 圃__圃圃困問暢_-・__・画圃園田園開幽・・皿園曲目圃圃・・皿幽眉匡圃・凶・・・・盲目障圃__園周陶圃園冒圃・・幽_.園田・回開・ R ・ ・ E 園田幽

4

年
生
は
せ
め
る
こ
と
が
多
す
ぎ
る

と
一
一
一
日
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

一
年
生

だ
け
が
わ
る
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
心

先
生
か
ら
よ
く
一
行
わ
れ
る
こ
と
は

年
生
フうす

年
生

口
い
方
を
教

え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
よ
と
で
す
。

A
く
ん
は
、
自
分
が

い
う
こ
と
ば
は
、

り
ゅ
う
も
な
く

「
ご
め
ん
ね
」
で
は
な
く

ゃ
っ
た

人
が
は
ん
せ
い
を
し
て
、
も
う
や
ら

な
い
と
心
に
さ
め
て
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

A
く
ん
も

わ
た
し
も
、
「
ご
め
ん
ね
」
を
だ
い

じ
に
つ
か
い
た
い
で
す
。

一一 7-



肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画

(
素
案
)
に
対
す
る

意
見
交
換
金
の
開
催

二
月
四
日
、
今
後
約
三
十
年
間
に
お

け
る
具
体
的
な
整
備
方
針
を
示
す
肱
川

水
系
河
川
整
備
計
画
(
素
案
)
の
意
見

交
換
会
が
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
百

四
十
六
人
の
住
民
が
参
加
し
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

国
土
交
通
省
・
愛
媛
県
が
策
定
し
た

河
川
整
備
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
安
全

安
心
の
確
保
・
清
流
の
復
活
・
地
域
の

風
主
と
調
和
を
図
っ
た
河
川
整
備
」
に

沿
っ
た
概
要
の
説
明
後
、
住
民
か
ら
は
、

「
ダ
ム
な
し
で
の
治
水
、
ダ
ム
建
設
に

よ
る
水
質
の
悪
化
、
歴
史
的
建
造
物

(
長
浜
大
橋
・
江
湖
の
湊
)
の
存
続
」

を
求
め
る
意
見
に
対
し
、
国
土
交
通
省

か
ら
は
、
ダ
ム
の
治
水
機
能
の
重
要
性
、

既
存
ダ
ム
の
水
質
改
善
策
等
具
体
的
な

説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
洪
水
被
害
に
悩
む
住
民
か
ら

は
「
生
命
と
財
産
を
守
る
整
備
計
画
を

一
刻
も
早
く
進
め
て
ほ
し
い
」
等
、
早

期
実
現
を
望
む
声
も
聞
か
れ
た
。

今
後
は
、
流
域
委
員
会
や
公
聴
会
、

住
民
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
、
肱
川
水

系
河
川
整
備
計
画
の
原
案
が
作
成
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

畠
覚
園
立
意
図
纏
麗

ー
第
四
十
回
少
年
式

1

一
一
月
四
日
、
長
浜
中
学
校
で
、
一
一
年

生
百
二
人
が
出
席
し
少
年
式
が
行
わ
れ

た
。
四
十
回
目
を
迎
え
た
式
で
は
、
林

寛
道
校
長
が
、
「
日
本
人
は
人
や
も
の

に
感
謝
す
る
民
族
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

現
代
は
倣
慢
に
な
り
過
ぎ
、
世
界
で
一

番
感
謝
し
な
い
民
族
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
日
の
日
を
機

会
に
す
べ
て
の
も
の
へ
感
謝
す
る
生
活

を
取
り
戻
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

三
年
生
の
激
励
の
こ
と
ば
や
記
念
品

授
与
の
後
、
「
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人

に
な
り
た
い
」
や
「
自
分
に
厳
し
く
他

人
に
優
し
い
大
人
に
な
り
た
い
」
な
ど

百
二
人
全
員
が
、
堂
々
と
人
生
の
節
目

の
U
に
あ
た
り
決
意
発
表
を
行
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
人
権
開
題
の

解
決
に
向
け

ー
長
浜
町
人
権
@

同
和
教
育
研
究
大
会

1

二
月
七
日
、
町
体
育
館
大
ホ
1
ル
で

平
成
十
五
年
度
長
浜
町
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
小
巾
高
校
生
の
三
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
交
え
た
人
権
作
文

を
発
表
、
出
海
小
学
校
児
童
ら
に
よ
る

人
権
劇
「
世
界
は
一
つ
」
も
上
演
さ
れ

た。

保護者・在校生の前で堂々 と決意発表を行う 2年生

ま
た
、
「
部
落
差
別
の
解
決
を
約
束

す
る
人
権
教
育
の
構
築
を
」
と
題
し
て
、

奈
良
人
権
a

部
落
解
放
研
究
所
長
寺
津

亮
一
先
生
に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
、

「
知
識
だ
け
の
同
和
教
育
だ
け
で
な
く
、

技
能
や
態
度
、
感
動
を
大
切
に
し
た
共

に
生
き
る
方
法
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
ら
れ
て
い
た
。

も
豊
か
本
人
間
性
を

ー
読
書
活
動
の
つ
ど
い

1

-
一
月
十
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、

平
成
十
五
年
度
読
書
活
動
の
つ
ど
い

(
町
立
図
書
館
、
町
読
書
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
主
催
)
が
開
催
さ
れ
た
。

読
書
愛
好
者
ら
約
八
十
人
が
集
ま
っ

た
会
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
人
間
ぱ
な
し
」

と
題
し
て
、
昔
話
伝
承
者
の
和
田
良
春
、

美
佐
保
夫
妻
に
よ
る
昔
話
を
交
え
た
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
櫛
生
保
育

所
園
児
の
保
護
者
八
人
に
よ
る
ベ

l
プ

サ
l
ト
(
絵
を
描
い
た
紙
に
樺
を
つ
け

た
も
の
・
絵
人
形
)
な
ど
を
使
っ
た
事

例
発
表
も
行
わ
れ
、
ま
ず
は
自
分
た
ち

が
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
呼
び

か
け
て
い
た
。

講演を行う寺津亮一先生

自
ご
ろ
の
成
田
械
を

-8-

ー
芸
能
発
表
会
1

一
一
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
、
第
二
十
三
回
芸
能
発
表
会
(
町

丈
化
協
会
主
催
)
が
開
催
さ
れ
た
。

長
浜
小
学
校
や
大
和
小
学
校
児
童
に

よ
る
コ
ー
ラ
ス
ヤ
豊
年
踊
り
の
特
別
出

演
の
ほ
か
、
大
正
琴
や
民
話
、
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
発
表
が
あ
り
、
出
演

者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
終
日
、
多
く
の
観

客
が
訪
れ
、
出
演
者
の
真
剣
な
発
表
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

な
お
、
今
回
も
収
益
金
の
一
部
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。

櫛生保育所の保護者による事例発表

緊張した面持ちで臨む出演者たち



浜
暫
商
工
会
青
年
部

/
¥
，
中
小
企
業
庁
長
九
日
表
彰

1

こ
の
た
び
、
民
浜
町
商
工
会
青

年
部
(
部
員
卜
七
人
)
は
、
尚
工

会
法
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
優

良
な
組
織
運
営
お
よ
び
青
年
部
活

動
の
推
進
に
努
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
中
小
企
業
庁
長
官
長
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ちゃん(柴)

心
が
広
く
何
事
に
も
真
剣
に
取

り
組
く
む
よ
う
な
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
名
付
，

け

ま

し

た

。

一

元
気
で
大
き
な
夢
を
持
ち
、
そ
一

れ
を
実
現
で
さ
る
と
い
い
な
と
忠
一

い
ま
す
。

(父
H
勇

さ

ん

・

一

母
H
明
美
さ
ん

J

一

い
二
提

命
諭
鶏
'

…粕鼠
一

hBロ旦一正ι
 

平成15年 3月26日生まれ

ミ静

受賞された商工会青年部
(部長の上田和彦さん)

おじいちゃん九おばあちゃん百

その電話もうー震確かめて

て討すてお~お
ζミ句耐

全~Iで多発している「おれおれ詐欺」が大洲署管内でも発

生しており、今後も発生が予想されます。

「おれだよ、おれ」と名前を名乗らず電話をかけ

※借金返済に困っている

※交通事故で相手からお金を要求されている ! 

などと話し、現金を振り込ませようとします。 I

被害!こ遭わないために

大おれ、おれと言っても円分から孫の名前を言わない ! 

大すぐにお会を振り込まない

i古両親から子どもに連絡をとり確認させる

: 「おかしいなりと思ったうすく1こ大洲警察署(曾25E1111)i

: (こ相談して〈ださい。

tJ こなし 夏 LJ IJ日スい吉 し サ |田::" 1 

〈 いたもの向くトがぎッ 比底引
「シつやさ日(ま l い よ カ ビご二ゴ
丈ヤかけ速こブいう 1 1 ."虐J
集 ツらのくドヰでで式戸 11 劃
長 六 ポ六卒瓦で四で回安三ぬ二も二月友 人 』三三ゴ
浜年タ年業年き年見年が年く年つ年川年好再 1....."，.1

」ンしたるでもも):<Í\l き主人民~ 1 
掲大は t r I た 水 手 津 と 亀 き 熊 り 大 ら li司お神な/¥』==
載ずらをマてすなでん小[てま|
作瀧し中春本か回シtHに野ぎ屈そしミ本む目だ主詮げ~I
H てのくユがたつか更~L_ー」
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車、~<I)>>ルシター
日 曜日 行事名 場所 時間

16 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9:00-10:30 

17 * 
ぴん・ 缶収集日

長浜中学校卒業式 長浜中学校

19 金 有害ゴミ収集日

21 日 長浜町消防出初式 長浜中学校 9:30-

ベッ トボ トル・発泡スチ

24 水 ロール収集日

町内小学校卒業式 町内各小学校

26 金 組大ごみ収集日

30 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9:00-10:30 

4/2 金 古紙・紙パック収集日

7 水 ぴん・ 缶収集日

8 木 町内小学校入学式 町内各小学校

9 金
燃やさないごみ収集日

長浜中学校入学式 長浜中学校

14 水
ペットボトル・発泡スチ

ロール収集日

「みみずくの夜メールJの中で作家の五木寛之がこんなことを書い

ていた。

「俗に年をとって衰えていく順番を、 目、歯、ナントカというが私

に言わせると、目、足、頭だ。病気以外では、転ぶのが一番ダメージ

が大きい。Jと。

私は、足の衰えを防ぐために歩くことにしている。朝8時半すぎに

家を出て、 4、50分、歩数にして8，000歩あまり歩く。 歩きながら、古

い演歌を、節も文句も自己流に作って歌う、気分壮快である。

正月あけ、 今年最初の歩き初めの日にすばらしい出会いがあった。

いつものコースを歩いての帰り道、前の方から軽自動車がゆっくり

走ってきて、道端の少し広いところに止まった。

中から若い女の人が降りてきた。そして、車の後ろの方へ小走りに

走っていき、ぴょんぴょんと 2度、 3度跳ぴ、上がって木の枝を掴もう

とするが掴めない。今度は、車の前に回って同じように跳び、あがった。

私は、近づいて行った。枝の先に小さな赤い花が見えた。女の人は

山椿の花をとろうとしているのだ。私も手伝った。やっと枝の先を掴

んだ。そして、小さな赤い花が一輪ついた小枝をとった。

「かわいい。jと小声で、言った。つぼみのついた枝もとったらと私

が声をかけると、「もうすぐ咲くから。Jと言って、「ありがとうござ

いました。jと笑顔で挨拶し車にのった。

私は、「もうすぐ咲くから。Jと言った言葉に心を打たれた。長浜の

美しい自然風土がこんな心優しい若い人を育てたのかと思うと何かほ

のぼのとした気持ちになった。そして、私の大好きな俳句を思い出し

た。
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人口・世帯数のうごき

1月 末 現 在 前月 との比較

9，245人 21人減

人 口 (男 4，367人) (男 2人減)

女 4，878人 女 19人減

世帯数 3，582世帯
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